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～経歴～ 

2013 年 3 月 横浜創英高等学校 卒業 

2013 年 4 月 日本大学理工学部航空宇宙工学科 入学 

2016 年 4 月 宮崎・山﨑研究室 所属 

2017 年 3 月 日本大学理工学部航空宇宙工学科 卒業 

2017 年 4 月 日本大学大学院理工学研究科航空宇宙工学専攻 入学 

 

～研究開発歴～ 

学部 2 年次より，当研究室が開発を行っていたアマチュア衛星通信技術実証衛星「NEXUS」開発プロジェク
トに参加．主にミッション機器の 1 つである小型カメラシステム「N-CAM」の設計開発を担当．昨年度からは
プロジェクトマネージャーとしてスケジュール管理や共同開発機関との技術調整等を取りまとめている．学部 4

年次より研究室に所属し，卒業研究「ゴッサマー・マルチボディー・ダイナミクスのモデル低次元化と誤差評
価」に取り組んだ．現在は衛星開発と並行して，修士研究「ゴッサマー・マルチボディー・ダイナミクスの運
動モード解析」に取り組んでいる． 

 

～研究内容～ 

私は，大型宇宙展開構造物に関する研究を行ってお
ります．特に研究の対象としているものは，膜の様
な非常に柔軟で軽量な構造物(ゴッサマー構造(図 1))

であり，この構造物の展開時の運動を理解するため
の研究に取り組んでおります(図 2)．この研究を行う
ことにより，構造物の形状や姿勢が，展開時の挙動
にどう影響しているのかを理解することが可能とな
り，確実に展開することのできる構造物の設計に活
用することができると考えております． 

  
図 1．ゴッサマー構造の例 

 

図 2．膜面展開時のモード形状 

～衛星開発～ 

私は，超小型人工衛星「NEXUS」開発プロジェクト
に参加し(図 3)，ミッション検討・概念設計・システ
ム設計・動作検証といった設計開発の一通りを経験
してまいりました．現在は主に，小型カメラシステ
ムの設計開発(図 4)やプロジェクトマネジメント(図 5)

を担当しております．本衛星は，3 つの通信機と小型
カメラシステムの宇宙動作実証が目的であり，2018

年度中に内之浦宇宙空間観測所からイプシロンロケ
ット 4 号機により，打上られる予定です．2016 年度
には，第 25 回スペース・エンジニアリング・コンフ
ァレンスにて本衛星の紹介をさせて頂きました． 

 
図 3．アマチュア衛星通信技術実証衛星「NEXUS」 

 
図 4．小型カメラシステム 

  
図 5．プロジェクトマネジメント 
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